
有機農業は、農業の自然循環機能を増進し、農業生産活動による環境への負荷を大幅に低減するほか、

安全かつ良質な農産物に対する消費者のニーズに対応するものです。

そのため、栃木県では「有機農業推進計画」を定め、有機農業を計画的に推進しています。

ことを基本として環境への負荷をできる限り低減した生産方法を用いた農業

(有機農業推進法の定義)

※この資料での農薬とは、天敵その他の有機」AS規格で使用が認められた農薬は含みません。





栃木県では、有機農業推進法(平成18年12月 )に基づき、栃木県有機農業推進計画を

平成21年3月 に策定し、平成21年度から有機農業を推進しています。

栃木嘔有機農業推進計画の目標

● 公開ほ場での見学会など有機農業の紹介(県内8か所)

0シンポジウムの開催やイベントを通した有機農業の紹介

● 農業試験場での水稲有機栽培技術の解明

● 有機農業の普及・指導体制の整備

栃本果の有 農業推進汗画は、 下の県の本一ムベージで紹分してい裁す。

http://www.pref.toch:g:.lg.ip/WOrk/nougyou/keiei― gilyutSu/yuuk:nougyou.htrnl

消 者鰺 解鯰促 流饂・販にの促贔

MAFF 農林水産省【有機農業】
http://www.maffogo.jp/j/se:san/kankyo/yuuki/

J∩S 農林水産省【有機食品の検査認証制度】
http://wwwomaffogo.ip/j/iaS/iaS_k:kaku/yuuki.html

機  になり1て りたは0有  産  買躁 い
ゆうきひろがる(NPO法人全国有機農業推進協議会)

http://www.yuk:‐hirogaru.net/indexohtmト



有機」AS規格に従い、禁止された化学肥料や農薬を使用しないで生産

され、さらに認定機関の検査を得て認証された農産物です。

有機農業により生産された農産物であつても、有機」AS認証を取得して

いなければ、「有機農産物」、「有機」、「オーガニック」と表示することがで

きません。

J∩S

認定機関名

有機」ASマーク

化学肥料と農薬を、50%以上減らして生産された農産物です。

なお、「無農薬」「無化学肥料」「減農薬」「減化学肥料」などの表示は禁止されています。

特露』栽培農産 に係る

表示ガイ諄うイン

ガイドラインの基準に従い、

確認責任者の確認を受けた農産物です。

とちぎの特鰐u裁培農産物
(リツク・テイ)

栃木県が認証した特別栽培農産物

農林水産省新ガイドラインによる表示

特 別 栽 培 農 産 物

節 減 対 象 農 薬 :当 地 比 〇 割 減

化 学 肥 料 (窒素成分):当 地 比 〇 割 減

栽 培 責 任 者  ○ ○ ○ ○

所  在  地  ○ ○ 県 ○ ○ 町△ △ △

連  絡  先  TEL□ □ ~□ □ ― □ □

確 認 責 任 者  ○ ○ 農 協 □ □ □ 課

所  在  地  ○ ○ 県 ○ ○ 町 △ △ △

連  絡  先  TEL□ □ ~□ □ ― □ □

(農 薬 等 使 用 状 況 )

http://www.tokusai.・ .̈jp/

土づくりと化学肥料、農薬の使用低減技術を活用して生産された農産物

です。

多くの場合、化学肥料、農薬の使用のおおむね20%～30%以上の低減が

見込まれます。

※この資料での農薬とは、天敵その他の有機」AS規格で使用が認められた農薬は含みません。
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